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1　沿 革

熊本市は、明治22年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、大正13年11月27日に八景水谷を水源地に

立田山を配水池として坪井、新屋敷などの旧市街地に給水を開始した0 (総事業費約212万円)

その後、市周辺市町村との合併が進むとともに水道も拡充されたが、第2次世界大戦による施設の荒廃と戦後

の市域人口の増加が排水能力の不足を招いたため、水源の確保や普及率の向上を主な目的とした第1次から第4

次までの拡張事業を推進し、平成7年からは普及率100%を目標とする第5次拡張事業を平成21年までの15カ年

計画で取り組んでいるところである。

近年においては、平成元年3月に管理センターを完成させ、 「情報処理・遠隔監視制御システム」により熊本

地区全ての水道施設の一元的管理が可能となり、水の効率的運用が図られることになった。

またこ市民の水-の関心が高まる中、平成2年10月には、市制100周年並びに水道創設65周年の記念事業Lと

て、上水道発祥の地である八景水谷に、水道や地下水についての学習の場として、 「熊本市水の科学館」をオー

プンさせた。

さらに、.平成3年2月の旧飽託四町との合併に伴い、 4水道事業と1簡易水道事業を引き継ぎ、事業の一本化

や維持管理体制の強化などの諸事業に取り組み、全市域を網羅する広域水道システムの構築を目指している。

なお、平成4年4月には、水の有効利用及び経営の効率化を図るために、 (財)熊本市水道サービス公社を設

立し、給水装置の診断や宅地内漏水調査等の市民へのサービスを開始した。

加えて、地域に密着したサービス拠点施設として平成6年10月には西部水道センター、平成8年5月には北部

水道センターをオープンさせている。

また、水の有効利用の観点からは、漏水防止の強化策として、平成9年度から第2次排水管整備事業に着手す

るとともに、平成10年度には、地震等の災害に強い水道を構築するため、主要な水源地・配水場の耐震化に取り

組んでおり、将来に向けて安全で安定した水の供給に努めている。

このような中、人口増加の鈍化や市民の節水意識の高揚などにより、水需要の伸びは低迷しており、経営環境

はますます厳しさを増す状況にあるため、平成10年度から財政の健全化、事業の効率化、一組織の活性化、市民

に開かれた事業運営の実現に向けて、経営改善実施計画を5カ年計画で取り組んでいる。

さらに、市民サービスの向上のため、平成12年度には、基準に適合する10階程度の建物に、直結増庄式給水を

導入するなど、安全でおいしい水を供給することにしている。

水道事業は、施設の拡張から維持管理の時代-と変化する中で、平成13年度から、老朽施設を計画的に更新

する第三次施設整備事業に着手するなど、水道創設77年を迎えた本市は、次の時代を見据えた水道行政の構築

を進めることにしている。

拡張事業の推移

事 業 名 事 業 期 間
基 本 計 画

給水 人 口(人 ) 一 日最大 給水 量 (㌦ ) 一人一日最大給水量(l )

第 1 次拡張事業 . 昭和 21年11月 ～昭和 31年11月 200 ,00 0 6 0 ,0 00 36 0

第 2 次 ;y 昭和 33年 1 月～昭和 40年 3 月 350 ,00 0 1 03 ,000 2 94

第 3 次 * 昭和4 1年 一4 月 ～昭和 56年 3 月. 4 61 ,00 0 28 3 ,000 6 14

第 4 次 // 昭和 55年 4 月 ～平 成 8 年 3 月 599 ,00 0 2 98 ,000 49 7

第 5 次 ;/ 平成 7 年 4 月～平成21年 3 月 697 ,00 0 3 11 ,000 44 6
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第5次拡張事業の概要

第5次拡張事業は、平成7年度を初年度とし、目標年度(平成21年度)における計画給水人口697,000人、

計画一日最大給水量311,000mV日に対処するため、基幹施設等を整備するものである。

なお、本事業の基本方針は次のとおりである。

①　給水普及率100%を目標とし、これを達成できるよう計画給水区域を拡張する。

②　水需要に適切に対応するため、各取水井の能力を評価し、新規の地下水源開発を検討する。

③　災害に強い安全で安5eした給水体制を目指して、水融通管・補給水管路を.整備するとともに施設の耐震性

及び給水拠点を確保する。

④　直結給水を3階建の建築物まで拡大する。

⑤　適正な水圧・水量管理を行うため維持管理体制の効率化を図る0

⑥　有機的かつ効率的な水道施設の構築を目指して、既設及び新規施設を検討する。

⑦　配水区及び配水管網の検討を行い、最低動水圧0.25Mpaを確保する。

⑧　天明地区については、緊急時の貯留施設としての役割を重視し、今後も既存施設を利用する。

2　事業概要

(1 )給水普及状況

区分

年 度

行 政 区 城 内 給 水 区 域 内 現 在 給 水 普 及 .率

B / A )人 口 (A ) 世 帯 数 人 口 世 帯 数 人 口 (B ) 件 数

8
人 世帯 人 世帯 人 件 %

651,6 05 2 49 ,66 0 65 1 ,6 0 5 24 9 ,6 60 6 30 ,6 54 2 53 ,3 75 96 .8

9 6 54 ,6 13 2 54 ,2 14 6 54 ,6 1 3 25 4 ,2 14 6 34 ,3 33 2 63 ,2 04 96 .9

1 0 6 5 7 ,8 50 2 58 ,38 0 6 57 ,85 0 2 58 ,3 8 0 6 38 ,0 49 26 6 ,8 06 97 .0

l l 6 5 9 ,9 42 2 6 0 ,7 78 6 59 ,94 2 2 60 ,77 8 64 0 ,748 27 2 ,9 68 97 .1

12 6 6 1 ,2 26 26 1 ,3 24 6 6 1,22 6 2 6 1,32 4 64 3 ,0 42 22 7 ,2 54 97 .3

(2)配　水　量

区分
総 配 水 量

1 日 最 .大 1 日 最 小 1 日 平 均 1 人 1 日 1 人 1 日

年 度 配 水 量 配 水 量 配 水 量 最 大 配 水 量 平 均 配 水 量

8
3 3 3 3 l lm m m m

3,4 92 ,75 1 2 8 1 ,4 75 18 0 ,194 2 4 5 ,186 4 46 3 89

9 8 9 ,3 53 ,8 13 2 79 ,35 0 18 1 ,9 17 2 44 ,8 05 4 40 3 86

.1 0 8 8 ,7 20 ,78 9 2 76 ,49 2 18 6 ,7 75 2 4 3 ,0 7 1 4 33 3 8 1

l l 8 7 ,8 12 ,90 3 2 85 ,0 04 18 1 ,4 73 2 3 9 ,9 26 4 45 374

1 2 8 7 ,9 83 ,0 74 268 ,3 62 18 6 ,21 1 2 4 1 ,0 50 4 1 7 375

(3)有収水量と無効水量

区分

年度
総 有 収 水 量

1 日平 均

有 収 水 量

有 収

率
無 収 水 量

無 収

率
総 有 効 水 量

1 日平 均

有 効 水 量

有 効

率
無 効 水 量

無 効

率

8
3 3 % 3 % 3 3 % 3 %
m m m m m m

7 7 ,9 76 ,81 9 2 13 ,6 35 8 7 .1 2 ,24 3 ,2 23 2 .5 8 0 ,2 20 ,04 2 2 19 ,78 1 3 .6 9 ,27 2 ,70 9 10 .4

9 7 8 ,1 53 ,17 0 2 14 ,118 8 7 .4 2 ,26 9 ,51 2 2 .5 8 0 ,4 2 2 ,6 82 22 0 ,3 3 6 90 .0 8 ,93 1 ,13 1 10 .0

10 7 8 ,3 10 ,13 1 2 14 ,5 48 3.3 2 ,33 2 ,55 1 2 .6 8 0 ,6 4 2 ,6 82 22 0 ,93 9 90 .9 8 ,07 8 ,1 0 7 9 .1

l l 7 7 ,2 97 ,36 9 2 11 ,195 8 8 .0 2 ,5 79 ,65 8 2 .9 79 ,8 7 7 ,0 27 2 18 ,24 3 9 1 .0 7 ,93 5 ,8 7 6 9 .0

12 7 7 ,5 00 ,62 9 2 12 ,3 30 3.1 2 ,68 7 ,73 1 3 .1 8 0 ,18 8 ,3 60 2 19 ,69 4 9 1 .1 7 ,79 4 ,7 1 4 8 .9
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(4)水道管延長

区 分

年 度
導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

8 3 8 ,4 93 m 5 1 ,2 6 1 m 2 ,44 4 ,4 4 1 m

9 3 8 ,4 93 5 1 ,2 6 1 2 ,48 9 ,6 0 6

10 3 8 ,8 67 5 0 ,6 8 5 2 ,54 4 ,784

l l 3 8 ,8 67 5 0 ,8 9 9 2 ,54 2 ,6 9 9

12 3 8 ,8 7 1 5 0 ,8 84 2 ,59 0 ,79 5

( 5 )口径・用途別給水量及び収入状況
(平成12年度)

区 分

口径 .用 途 別

有 収 水 . 量 構 成 比 収 . 入 構 成 比

般

用

mm 3m % 円 %

13 4 3 ,00 8 ,0 22 5 5 .4 9 6 ,4 38 ,15 0 ,2 0 3 4 6 .09

20 13 ,07 7 ,44 3 16 .8 7 2 ,190 ,69 6 ,8 3 0 15 .68

25 5 ,8 0 1 ,9 60 7 .4 9 1 ,176 ,50 5 ,2 6 5 8 .4 2

40 5 ,3 0 7 ,1 43 6 .8 5 1 ,3 46 ,37 5 ,3 4 3 9 .6 4

50 4 ,12 1 ,7 65 5 .3 2 1 ,0 58 ,30 9 ,114 7 .58

75 3 ,75 9 ,1 22 4 .8 5 1 ,0 3 1,36 7 ,8 74 7 .38

100 1 ,92 3 ,6 60 2 .4 8 5 5 1,35 6 ,5 0 7 3 .95

150 3 0 9 ,4 96 0 .4 0 98 ,4 10 ,7 14 0 .70

浴 場 営 業 用 5 6 ,1 67 0 .0 7 3 ,15 4 ,3 2 0 0 .02

共 用 1 ,3 94 0 .0 0 9 6 ,2 6 0 0 .00

時 用 134 ,4 57 0 .17 74 ,16 6 ,7 4 6 0 .53

計 7 7 ,5 0 0 ,6 29 10 0 13 ,9 68 ,58 9 ,17 6 100

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

区 分

毎 度
配水 管路延 長 漏 水 防 止 推 定防止量 調 査 費 用 修 理 費 用 蝪 QI

8
km 件 n* / B 千 円 千 円 千 円

1,018 831 5 ,24 9 5 7 ,26 8 75 ,6 18 132 ,8 8 6

9 99 6 1 ,13 9 8 ,0 27 6 0 ,8 4 7 97 ,1 13 157 ,96 0

1 0 1,00 1 8 12 4 ,8 27 7 5 ,90 9 81 ,10 6 157 ,0 15

l l 1,1 19 . 1 ,0 67 5 ,1 38 9 5 ,02 5 83 ,12 2 178 ,14 7

1 2 1,0 13 64 6 4 ,6 46 74 ,6 70 5 1,28 1 125 ,95 1
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
平成9年3月28日公布
平成9年4月1日施行

n サ

■ ▼

.用途別

基 本 料 金

( 1月につ き)

従 量 料 金 M m3につき)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

股

用

13 10 m3以下 1,050円 llm 3以上

20m 3以下

135円

21m 3以上

30m 3以下

160円

31m 3以上

40m 3以下

185円

41m 3以上

220円

20 10m 3以下 1,390

25 10m 3以下 1,840

40 3,850
1 m 3以上

50m 3以下

220円

51m 3以上

100m 3以下

240甲

101m 3以上

500m 3以下

260円

501m3以上

290円

.50 8,350

75 14,850

100 25,600

150 55,000

浴 場 営 業 用 150m 3以下5,200円 151m 3以上 1 m 3につ き55円

共 用 給 水 装 置
1戸につ き6m 3以下

(基本水量) 400円
基本水量をこえる水量 1 m 3につ き65円 .

時 用 1 m 3につ き525円

私 設 消 火 せ ん
口径50mm未満20分以内 1個 1 回につき300円
口径50mm以上20分以内 1個 1 回につき600円

連合専用給水装置 1戸 につ き一般用の料金を適用

(注)料金は、上記料金表の基本料金と従量料金との合計額に、 100分の105を乗じて得牟額
(1円未満の端数は、切り捨て)とする

2)共同住宅の料金

「共同住宅」とは、受水槽を設けて給水を受ける集合住

宅をいう。

共同住宅で、各戸に局で定めたメーターが取付られて

いる場合は、各戸毎のメーター口径に応じた「一般用」

の料金を適用する。

共同住宅で、各戸にメーターが取付られていない場合

は、上表の「一般用口径20mm」の料金を適用する。 (た

だし各戸均等使用とみなす。)
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平成9年3月28日公布

(3)加入金　平成9年4月1日施行

メーター口径 基 準 額

mm
円

13 60,000

20 120,000

25 180,000

40 600,000

50 1,200,000

75 3,000,000

100 6,000,000

150 12,000,000

(注)加入金は上記の基準額に100
分の105を乗じて得た額とす
る

増径工事の場合は現在の口径
と新口径の差額に、 100分の
105を乗じて得た額とする



(4)料金収納状況

区分

年度

調 定 額 収 納 額 収 納 率

件 数 . 金 額 件 数 金 . 顔 件 数 &

8
件 円 件 円 % %

2 ,76 4 ,7 1 7 13 ,9 23 ,73 6 ,0 56 2 ,75 9 ,9 18 1 3 ,9 00 ,36 8 ,3 59 9 9 .8 3 99 .8 3

9 2 ,92 7 ,18 3 14 ,65 5 ,06 2 ,6 72 2 ,92 1 ,72 8 14 ,63 4 ,19 1 ,6 54 9 9 .8 1 99 .8 6

1 0 2 ,86 3 ,9 1 3 14 ,1 75 ,9 8 5 ,26 5 2 ,85 7 ,5 14 14 ,1 53 ,86 0 ,759 9 9 .7 8 99 .84

l l 2 ,88 3 ,2 34 13 ,93 1 ,4 64 ,44 9 2 ,48 5 ,4 9 0 1 2,1 15 ,968 ,6 63 86 .2 0 86 .9 7

1 2 2 ,9 14 ,3 2 0 13 ,96 8 ,5 89 ,17 6 2 ,50 9 ,6 4 6 12 ,15 6 ,244 ,8 36 86 .ll 87 .03

(荏)平成12年度の収納額は、平成12年3月31日現在であり、東地区2月検針調定分は、 3月と4月に
西地区3月検針調定分は、 4月と5月に収納される

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)
年度

事項
8. 9 10 ll 12

総 収 益 14,513 ,213,231 14,995,657,214 14,358,675 ,115 14,130,787,574 14,002,510,438

料 金 収 入 、13,504 ,067,344 14,011,857,910 13 ,506,549 ,810 13,268,061,319 13,303,4 18,274

その他収入 1,009,145,887 461,631,681 852,125 ,305 862,726,255 699,092,164

総 費 用 12,986 ,534,795 13,200,668,475 13,383,424 ,081 12,780,346,176 12,120,903,803

職員給与費 3,053 ,155,067 3,087,940,144 3,117,101,514 3,099,975,209 2,740,770,061

電 力 費 711,99 1,409 713,934,479 660,494,394 634 ,221,979 617,329,475

物 件 費 189 ,749,028 199,251,888 204 ,348,570 169,346,409 145,186,647

減価償却費 2,927 ,913,534 2,967,880,984 3,496,261,899 3,432,928,564 3,517,788,014

支 払 利 息 3,109 ,094,490 3,060,897,661 3,011,135,361 2,797,939,003 2,695,318 ,340

そ の 他 2,994 ,63 1,267 3,170,763,319 2,894 ,082,343 2,645,935,012 2,404,511,266

単 年 度 損 益 1,526 ,678,436 1,794 ,988,739 975,251,034 1,350,441,398 1,881,606,635

(注)消費税相当分を除いて算出

(2)資本的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
8 9 10 ll 12

資 本 的 収 入 3 ,5 33 ,73 8 ,7 57 4 ,0 06 ,9 43 ,5 52 5 ,729 ,75 9 ,77 6 2 ,4 56 ,1 12 ,01 9 1,5 28 ,6 4 0 ,3 55

企 業 債 2 ,1 73 ,80 4 ,0 00 2 ,9 10 ,3 6 0,0 00 4 ,7 47 ,00 0 ,00 0 1 ,719 ,00 0 ,00 0 9 11 ,0 0 0 ,0 00

そ の 他 収 入 1,3 59 ,93 4 ,7 57 1 ,0 96 ,5 83 ,5 52 982 ,75 9 ,77 6 737 ,1 12 ,0 1 9 6 17 ,6 4 0 ,3 55

資 本 的 支 出 7,4 15 ,06 8 ,7 23 9 ,3 24 ,5 0 7,1 32 ll ,71 1,32 0 ,8 11 7 ,4 65 ,85 4 ,96 9 5,58 9 ,75 0 ,2 38

建 設 改 良 費 5,6 99 ,89 4 ,6 14 7 ,4 77 ,7 3 7,7 76 7 ,8 78 ,97 1 ,35 5 5 ,4 62 ,68 2 ,76 5 3 ,50 1 ,8 6 1 ,179

企 業 債 償 還 金 1,7 15 ,17 4 ,109 1 ,8 46 ,7 0 0,9 97 3 ,832 ,34 9 ,4 5 6 2 ,0 03 ,17 2 ,20 4 2 ,08 7 ,8 8 9 ,0 59

国庫 補 助 金返還金 68 ,3 59
- -

資 本 的 収 支 不 足 額 3 ,88 1 ,32 9 ,9 66 5 ,3 17 ,5 63 ,58 0 5 ,98 1,56 1 ,03 5 5 ,0 09 ,74 2 ,9 5 0 4 ,06 1 ,10 9 ,8 83

(注)消費税相当分を除いて算出
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(3)供給単価及び給水原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円/m3)

年度

事 項
3 4 5 6 7 8 9 1 0 l l 12

供 給 単 価 124.4 7 1 75 .3 8 174 .4 6 174 .2 0 1 73 .56 173 .18 17 9 .2 9 1 72 .48 17 1 .6 5 1 7 1.6 6

給 水 原 価 149.0 7 155 .19 158 .8 2 15 6 .17 1 57 .92 159 .4 0 16 2 .17 164 .84 16 0 .6 6 1 54 .22

損 益 △24.6 0 20 .19 1 5 .64 18 .0 3 15 .64 13 .7 8 17 .12 7 .64 10 .9 9 17 .4 4

(注)消費税相当分を除いて算出

5　職員数及び給与

( 1 )職種別職員数等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4. 1現在)

職嘩別

区 隼
特 別 職 事 務 職 技 術 職 全 体

男 1 155 187 343

女 0 29 1 30

計 1 184 188 373

年 齢 59歳 9 月 38歳 7 月 43歳 6 月 . 41歳 1 月

勤続年数 2 年 0 月 16年 4 月 21年 5 月 18年 11月

(注)全体欄は特別職を除く

(2)職種別1人月平均給与額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平13. 4月分)

職種別

:n.
特 別 職 事 務 職 技 術 職 全 体

基 本 給 (円 ) 744,000 343 ,774 398,800 372,070

特 殊 勤 務 手 当 (円 ) 0 10 ,967 10,752 10,858

超 過 勤 務 手 当 (円 ) 0 13 ,467 22,608 18,087

そ の 他 の 手 当 (円) 6,400 19,408 19 ,597 19,484

会 計 (円) 750,400 387,616 451,757 420,499

(注)全体欄は特別職を除く
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6　施

(1)水道施設

読

(平 1 3 . 4 . 1 現 在 )

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 . 設 内 . 香

井 戸 顔
*

ポ ン プ

浅 深 取 水 送 水 . 配 水 .

水

源

地

2 1

カ

所

ノ、 景 水 谷 大 1 4 . 3

irf / 日

18 ,5 0 0

本

2

本 .

2

カ所 上、lコ

2

一h口

6

lLl、
rコ

健 軍 昭 2 5 . 1 2 7 7 ,0 0 0 l l 4 3 6

本 木 2 7 . l l 1 3 ,0 0 0 1 一 新 地 3 4 3 .

亀 井 3 0 . 3 4 ,6 0 0 1 3 4 3

川 尻 3 6 . 9 9 ,9 0 0 2 2 1 4

城 山 3 8 . 3 4 ,0 0 0 4 4 3

麻 生 田 4 4 . 3 3 1 ,0 0 0 9 9 4

st 4 5 . 1 1 辞 せ 8 ,9 0 0 R 5 3

沼 . . 山 津 4 6 ▼ 2 5 1 ,0 0 0 1 0 1 0 4

山 室 5 0 . 3 4 ,1 0 0 2 2 3

池 上 5 1 . 3 5 ,8 0 0 3 3 3

庄 口 5 8 . 3 4 4 ,0 0 0 8 8

秋 田 平 2 ー 3 1 6 ,0 0 0 6 6 4

酉 梶 尾 昭 4 4 . 3 1 ,2 0 0 2 2 4

改 寄 4 7 ▼ 2 2 ,9 0 0 2 2 2

貫 4 8 . 2 2 ,5 0 0 、 2 2 . 1

鶴 羽 田 5 7 . 8 1 ,2 0 0 1 1 4

飛 田 5 9 . 3 ( T - ffi i 1 1 2

川 床 3 1 サ ) ー 1

蝣% 野 3 8 * 1 2

自 一兵 4 2 I ・蝣 1 1 1

船 津 4 5 I - I 1 1

塩 一 足 4 5 蝣( * 1 1

追 分 4 8 1 ,4 0 0 1 1

逮

水

m

戸 島 昭 6 0 . 6 2 ,0 0 0 ポ ン プ 4 0 0 irf / 時 5 台 .

配

立 田 山 大 14 ▼ 3 2 2 ,5 0 0 R C 造 り . L 4 池

徳 王 昭 3 5 . 3 1 0 ,5 0 0 3

城 山 3 8 . 3 2 ,6 3 0 P C 遣 り 2

fa * III 4 7 . 3 1 6 ,0 0 0 R C *

健 軍 4 9 . 5 2 4 ,0 0 0 P C * 2

万 日 山 . 5 1 . 1 5 ,0 0 0 R C

沼 山 津 5 5 . 6 1 8 ,0 0 0 P C サ 2

/)、 山 山 5 6 3 3 ,5 0 0 R C サ 1

川 尻 5 7 . 4 4 ,0 0 0 P C

*

亨也

2 3

カ

所

秋 田 5 8 . 5 4 0 ,0 0 0 * サ 2

高 遊 原 T - 3 . 3 2 2 ,0 0 0 R C ク 2

酉 梶 尾 蝣1 5 1 ,5 0 0 P C サ 1

改 寄 9 . 9 2 ,5 0 0 * サ 蝣 1

飛 田 昭 5 4 . 3 1 ′5 7 0 ),, :/ 1

鶴 . 羽 田 平 元 一 5 1 ,0 5 0 // ;/ 1

ffl ォ 3 . 1 1 ,5 6 0 1

飽 EEI 昭 5 3 . 3 7 2 0 R C * 1

天 明 6 0 ▼ 1 . 1 ,3 0 0 P C ク .1

葛 山 2 7 2 9 0 R C

塩 屋 2 7 9 0 // ;/ 1

白 浜 2 8 1 0 0 1

川 床 4 1 1 0 0 // ;/ 1

船 津 4 5 2 6 6 ;I ,/ 1

力]

症

BE

水

島 崎
第 1 耶 5 0 . 3 2 0 0 Lポ ン プ 1 0 0 m "/ 時 . 2 台

* 2 平 5 . 6 6 0 0 > 2 0 2

長 迫 昭 5 0 . 3 4 0 0 〃 1 0 8 2

上 橡 尾
ォ 1 平 10 . 3 6 5 0 4 2 .6 3

第 2 10 . 3 8 0 0 '一・ 3 9 3

谷 尾 崎 昭 4 4 ▼ 3 2 3 13 .2 2

つ つ じ ヶ 丘 4 4 . 1 0 6 4 2 1 1

本 妙 寺
第 1 5 0 . 3 2 0 0 7 5 2

グ * 2 5 0 . 3 5 0 〃 2 4 2

ボ

ン

フ,

方由

設

2 0

カ

所

梅 洞 5 0 . 3 9 " 2 .4 2

林 原 5 4 . 9 6 5 0 6 0 2

辛 5 5 . 3 4 8 * 4 .5 2

徳 王 5 6 . 3 - サ 6 0 3

? E 5 6 . 3 3 0 サ 15 2

石 倉 山 5 8 . 4 2 6 5 3 0 3

龍 h a 地 5 7 1 7 0 .5 〃 5 4 2

尾 跡
* 1 2 7 4 0

13 2
* 2 3 8 2 0

大 将 陣 4 7 6 1 10 2

野 出 3 8 9 2 * 1 5 2

南 趨 4 0 4 0

大 多 尾 5 6 1 2 8 8 2

東 門 寺 5 6 4 5

ノ 岳 5 6 4 3 〃 0 .7 5 2

(注)施設能力柵中　　　水源地-公称取水能力　送水場・配水池-容量　加圧配水ポンプ施設-配水池容量を示す
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(2)局　　　舎

所　在　地

敷地面積

建物面積

着　　　工

竣　　　工

構　　　造

総　工　費

(3)管理センター

所　在　地

竣　　　工

目　　　的

設備概要

水前寺6丁目2番45号

8,824.74m2

月・、!!|i

延3,480 m2

昭和37年12月28日

昭和38年12月10日

鉄筋コンクリート、地下1階

地上3階、塔屋1階

190,621千円

(別館)

延3,359.29m2

昭和56年4月28日

昭和57年5月12日

鉄筋コンクリート、

地下1階、地上3階

626,667千円

水前寺6丁目2番45号(局舎別館3階)

昭和58年7月

健軍水源地をはじめとする市内全域の送配水施設の情報処理及び遠隔監視制御をコンピュー

タによる集中的な一元管理によって、水の安定供給と水道施設の経済的運用を図る。

①　情報処理設備

中央処理装置

入出力タイプライター

磁気テープ装置

CRTディスプレイ装置

カラーハードコピー装置

2台

2台

4台

3台

2台

②　遠隔監視制御設備

水源地系遠隔監視制御装置(親局・子局) 13カ所

加圧ポンプ所系　,/

路上局系　　　　　/,

バックアップ操作卓

③　気象観測設備

④　非常用発電設備及び無停電電源設備

⑤　自動通報装置(飽田、天明、河内10カ所、北部5カ所、

龍田団地加圧ポンプ所、北部水道センター、西部水道センター)　1式

(4)水質検査室

所　在　地　　水前寺6丁目2番45号(局舎別館1階)

竣　　　　工　　昭和57年5月

水質分析機器　　ガスクロマトグラフ質量分析計
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ガスクロマトグラフ

原子吸光分光光度計

イオンクロマトグラフ

高速液体クロマトグラフ

高周波プラズマ発光分析装置

高周波プラズマ質量分析計

水銀分析計

年度別水質検査検体数

1台

2台

1台

2台

2台

1台

1台

年度

区分
8 9 10 l l 1 2

原 水 2 5 1 2 5 2 24 7 2 47 2 4 3

浄 水 26 4 2 64 25 6 2 53 2 5 0

給 水 徐 . 水 42 0 4 28 4 2 3 4 23 4 20

依頼水 . 普情水 24 2 3 5 - 23 29 - 5 3 2 4 - 54 4 1 - 62

河 川 水 6 6 1 2 12 0

洗 管 水 9 2 2 52 4 3 9 28 1 2 92

合 計 1 ,27 5 1,2 66 1 ,4 5 7 1 ,29 4 1,30 8

(5)水の科学館

目　的

本市上水道は、阿蘇西麓に滴養された豊富で清例な地下水を水源として、大正13年11月に八景水谷水源地

からの通水以来、今日まで絶えることなく供給し続けてきたが、豊富な地下水も限りがある。

近年、地下水の質・量への市民の関心が高まるなか、更に上水道や地下水に対する市民の理解を深め、水

の有効利用や節水への再認識を図りながら、 21世紀を担う児童生徒の学習の場としても活用し、地下水の保

全あるいは自然環境保護に努め全国に誇れる水道水を次世代に継承する。

施設概要

所　在　地

建築面積

延床面積

構　　　造

着　　　工

竣'　工

開　　　館

総　工　費

施設内容

展　示　物

八景水谷1丁目11番1号(八景水谷公園内)

約2,415m2

約1,245m2

鉄筋コンクリート造・平屋

平成2年1月

平成2年9月

平成2年10月27日

約560,000千円

レクチャーホール、常設展示室、水の実験室わくわく、図書・ AVコーナー等

給水のしくみ、水需要の状況、水の遊具等
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利用状況

区分
年度

入館者数 (大人) 入館者数 (小人) 合 計

8 37,454 人 42,618 人 80,072 人

9 36 ,131 40,599 76,730

10 30,366 36,664 67,030

ll 17,026 21,787 38,813

12 25,904 29,176 55,080

(6)水道センター

西部水道センター 北部水道センター

所 在 地 池上町901番地1 下現川町1646番地

建 築 面 積 635.49 m 2 1,095.60m 2

延 床 面 積 823.43m 2 1,050.60m 2

T . 平成 6 年 3 月 7 日 平成 7年 9 月 1 日

竣 工 平成 6 年 9 月 20日 平成 8 年 3 月 15日

準 造 鉄筋 コンクリー ト (一部鉄骨造) 2 階建 鉄筋 コンクリー ト (一部鉄骨造) 平屋

総 工 費 269,642千円 297,567千円

(7)水道サ-ビス公社

名　　　称

所　在　地

設立年月日

事業開始
年　月　日

目　　　的

事　　　業

基本財産

予　　　算

(平成13年度)

財団法人　熊本市水道サービス公社

水前寺6丁目2番45号　水道局別館1階

平成4年3月30日

平成4年4月1日

公社は、熊本市における水の有効利用の促進と安定給水の確保のため、必要な事業を行うこ

とにより水道事業の振興を図り、もって市民の福祉向上に寄与することを目的とする。

o宅地内漏水調査修繕業務

o給水装置診断業務

o水道に関する知識の普及啓発業務

o水道事業等に関する業務の受託事業

検針業務　　塩素測定業務

水道施設内環境整備事業　「熊本市水の科学館」の管理業務

資材倉庫の管理業務　量水器の取替・開閉栓等業務　文書配布業務

・その他公社のEI的を達成するために必要な事業

30,000千円

収入　389,753千円

支出　389,753千円
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